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はじめに 

 
本文書は、「IPD 活動実践手順書（案）Ver.1.0」の RPDC サイクルに基づく IPD 活動について、仮想

事例を基に「IPD 活動記録書 1（R、P、C）」、「IPD 活動記録書 2（D）」に記録例を示しながら説明す

る。 

 

第 1 章では、IPD 活動者が行う IPD 活動について解説する。活動者の山本葵氏（仮名）は、入社 3

年目の若手技術者とした。初めて設計チームのリーダーとして就任し、自ら設計を行うだけではな

く、チームの管理を任される立場となることを想定した。山本氏は将来「プロジェクト責任者」に就

任することを目標としている。山本氏の成長の過程と、それを支える活動支援者との関係を参考にし

ていただければ幸いである。 

 

第 2 章では、第 1 章の IPD 活動と対をなす IPD 支援活動について解説する。活動支援者の神谷博実

氏（仮名）は、IPD 支援活動を継続的に行ない、自身の CPD 活動としても役立てている技術士とし

た。また、同氏が所属するプロフェッショナルコミュニティでも IPD 支援活動を組織的に行なってい

ると想定した。IPD 支援活動の進め方については、「IPD 活動支援ガイドブック」の内容を前提として

いる。本章から IPD 活動支援者目線での IPD 支援活動について、その概要をご理解いただければ幸い

である。 

 

なお、本文書の「IPD 仮想事例 1」では、山本葵氏に対する神谷博実氏の IPD 支援活動は 1 年間で終

了したが、山本氏はその後も IPD 活動を継続し、近い将来、自身の目標である「プロジェクト責任

者」へ成長するものと期待される。 

 

別文書の「IPD 仮想事例 2」では、複数プロジェクトを経験者（田中理央氏）が 2 年以内にプロジェ

クト責任者を目指す仮想事例を解説している。この文書も併せて参考にしていただきたい。なお、技

術者として田中理央氏は山本葵氏の数年後に相当するが、別の人物の想定であり内容に連続性はな

い。 
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第 1 章 IPD 支援活動の仮想事例（ケーススタディ） 

本章では、「IPD 活動ガイドブック～実施手順書（案）～」の RPDC サイクルに基づく IPD 活動につ

いて、仮想事例を基に「IPD 活動記録書 1（R、P、C）」、「IPD 活動記録書 2（D）」に記録例を示しなが

ら説明する。 

 
１．１ IPD 活動者の背景 
学歴・所属：山本葵 W大学工学部 X学科卒業 F エンジニアリング会社勤務技術者（専門は X 技術 

大学の専攻と同じ） 

＊活動者が所属する企業のエンジニアリング部門はプロジェクト型業務を基本としている。 

職歴：入社以来 2 年間、複数のプロジェクトで設計担当として主に X 技術＋周辺技術に関する製品の

詳細設計を担当してきた。また、基本設計に関してもデザインレビューの立場で携わってきた。 

仮想事例での立場：3 年目にして初めて設計主担当者として A プロジェクト設計チーム(3 名)のリーダ

ーとして就任する。山本葵の主な業務は基本設計、設計全般のデザインレビュー、そして設計チーム

の管理である。 

 

１．２ A プロジェクトの背景 
X 技術＋周辺技術＋その他の技術などを融合した総合的エンジニアリングプロジェクトで、計画～

基本・詳細設計～調達～技術開発～社内試験検査～現地実装・試験検査～納入をプロジェクトの一連

の流れと仮定する。納入先は物流会社である。プロジェクトの体制はプロジェクト開始から終了まで

10 名、技術開発で 4 名の応援を予定しており、プロジェクト期間は 1 年の小規模プロジェクトであ

る。 

F エンジニアリング会社が元請で、設計と技術開発と現地実装・試験で 2 社が下請けとしてプロジェ

クト体制に組み込まれている。その他、機器やソフトウェアの調達もある。 

A プロジェクトで採用を予定している X応用新技術は 3 年前から検討を重ねてきた新規に取り組む

技術で設計者には抽象的思考、創造性、及び独創性が必要とされる。これまでの既存 X 技術を大きく

発展させることが予想されており社会発展に貢献する技術であるが、新規であるがゆえに社会に与え

る悪い影響やリスクも検討しなければならない。プロジェクトを遂行する過程で顧客である物流会社

との協働が必要である。 

 

１．３ F エンジニアリング会社 設計チームリーダーの能力背景 

 F エンジニアリング会社は X 技術をベースとして新規または事例が少ない技術を企業や行政な

どエンドユーザーに提供する総合エンジニアリング会社である。設計チームリーダーは、将来の

プロジェクト責任者候補として期待される人物が就任する立場にある。プロジェクト責任者は専

門職業人（プロフェッショナル）として PC15 の要素の基準を満たすことと、IEA GA&PC 改定 4
版1で示す、問題の識別と解決のレンジやエンジニアリング活動のレンジでプロフェッショナル・

エンジニアの範囲で業務遂行できる能力がなければならない。また、知識と態度のプロフィール

でもワシントン・アコードの教育プログラムのレベルを習得し、常に強化できる能力がなければ

 
1 IEA GA&PC 第 4 版 https://www.engineer.or.jp/c_topics/008/attached/attach_8620_1.pdf 
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ならない。つまり、プロフェッショナル・エンジニアの基準を満たす能力を獲得していなければ

ならない。 
 

１．４ 目標設定 

まず目標を設定する。具体的で明確な目標とすることで、獲得すべき能力の設定が可能となる。な

お、活動者の目的を達成するための現段階での目標と位置付けることで、IPD 活動記録を後で振り返っ

た時に自分自身の成長の過程や目的の達成度などを確認することができる。 

 

IPD活動記録書 1 
初回作成日：20**年 04月 01日 
最終作成日：20**年 03月 31日 

記録番号：20**01_001-1 
活動内容：A プロジェクト遂行における IPD 活動 
氏名：山本葵 
 
 
 
目標 実施日：20**年 04 月 01 日 
これから 1 年間取り組む A プロジェクトで設計主担当者として設計チームリーダーに就任する。まずは

本件で結果を出して、将来プロジェクト責任者に就任するための業務成果としたい。業務では主に基本設

計と設計チームの管理を行う。以下の内容に取り組む。 
① X 技術の要素技術を強化する 
・基本系統図作成能力の獲得 
・X 関連機器の構造理解 
・制御プログラムの理解 
② 設計計画書を作成する 
③ A プロジェクトに関わる X 技術の技術基準、法規制を理解する 

 
A プロジェクト概要説明： 
・・・・・ 
 

 

図 1.1  IPD 活動記録書 1 「目標」 記述例 
 

１．５ R：Review（レビュー） 

目標を設定した後はレビューを実施する。レビューでは自分の現状の業務成果や獲得している能力

をレビューする。そして、目標とする獲得すべき能力との差から、研さんが必要な内容や目標とすべ

き研さん内容、業務における技術的、汎用的な成果などを特定・考察する。また、ステークホルダー

（雇用者や顧客）や社会のニーズも考察することで、研さんすべき方向性も確認することができる。 

 

ポイント：立場を明確にする。 

 

ポイント：将来像を目標にすると、研さんを継続する

意思が強くなる。 

 

ポイント：R、P につなげるために 

獲得すべき能力を設定する。 

 

 

A プロジェクトの内容、問題の識別、活動レンジ等を記載する 
2  A プロジェクトの背景を参考に記載すると良い 
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R：Review（レビュー） 実施日：20**年 04 月 01 日 
(1) レビューと特定 
① X 技術に関しては基礎から応用は理解しているつもりである。これまで設計に関しては詳細設計中心 
に業務を行ってきたが、A プロジェクトで初めて設計主担当になるため、基本設計である基本系統図から

作成することになる。今まで先輩から教えていただいたことはあるが、自分で設計したことがないので、

基本設計はできない。また、基本系統図を作成するために X 関連機器の構造について詳しく知る必要が

ある。現状は知らない機器が多い。そして、制御プログラムも読めなければならないが、完全ではない。 
 
 
 
水準は 1 である。 
 
② 設計に関する設計計画書を作成しなければならないが、作成したことがないためわからない。 
これまでは設計主担当者から指示されたことを設計してきただけなので、そもそも計画の意味がわからな

い。 
水準は 1 である。 
 
③ X 技術の技術基準、法規制についてはこれまで行ってきた詳細設計に関わることなら理解できる。 
A プロジェクトで関連する技術基準、法規制について調べ、設計に反映させなければならないため、これ

までの経験を活かして勉強すれば大丈夫ではないかと考えている。 
水準は 2 である。 
 
(2) 考察 
A プロジェクトは 1年の予定である。目標として 1年の IPD サイクルを計画し、①、②の水準を 2に引き

上げたい。③はできれば 3に引き上げたい。 

本プロジェクトで初めて設計主担当者になるが、チームメンバーに良い指示出しができるかわからない。 

 

 

 

チームメンバーに負担がかからないように配慮しながら業務を遂行したい。 

将来はプロジェクト責任者を目指す。A プロジェクトで責任者になる佐藤先輩のような責任者を目指した

い。 

そして、自分の X 技術を応用して社会に貢献したい。 

 

図 1.2  IPD 活動記録書 1 「R:Review（レビュー）」 記述例 
 

 

ポイント：自分の現状の業務成果や獲得している能力を明確にする。現状は基本設計が

できない、知らない機器が多い、制御プログラムに関する知識が不足している。 

 
 

ポイント：IPD サイクルの期間、目標を掲げる。 

 

ポイント：業務で配慮すべき点も考察する。 

 

ポイント：これまでの業務や研さんにより習得済の知識を明確にすると良い。 

 

ポイント：水準で示す。 
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１．６ P：Plan（計画） 

レビュー後に研さん計画を立てる。レビューで明確にした現状の自分に必要だと考える具体的な研

さん内容と活動期間を計画する。なお、活動可能な計画とするために研さん内容に優先順位を付け

る。そして、目標達成できたと判断できる成果目標を決めておく。研さん計画に対する成果目標を明

確にすることで、活動中および活動後の評価・省察で深く自分の成長を確認することが可能となる。 

 
P：Plan（計画） 実施日：20**年 04 月 03 日 
 
 
(1) レビューの結果から優先順位を以下とする。 
②を 5 月下旬まで実施し、①を 6 月～12 月まで実施する。 
③を 9 月～12 月まで実施する。 
20**年 1 月～3 月までを研さんした内容の復習期間とする。 
本 IPD 活動は 20**年 4 月～20**年 3 月とする。 
 
(2)Plan 詳細 
① -1  X 技術の強化のために、隔週位で日曜日に図書館に通う。主に次に挙げる内容について強化する。 
・基本系統図の基本的な設計思想の理解と系統図を作成するための準備すべき内容の理解 
・制御プログラムを読めるようになるために、テキストを参考にしながらプログラムを作成してみる、 
簡単なプログラムでも良いので、不具合がないものが作成できるレベルとなる。 
 
 
 
目標は基本系統図を 1人で作成すること、下請け業者の作成した制御プログラムのレビューを行い、顧客 
へ説明できるようになることである。 
① -2  会社のデータベースのライブラリで X 関連機器について調べる。目標は A プロジェクトで購入す 
る予定の X 関連機器の構造を理解した上でメーカー数社の X 関連機器の比較検討を行い、最適な機器を 
選定することである。 
② 会社がこれまで行ってきたプロジェクトの設計計画書などを参考にして勉強する。必要な知識などは 
会社のデータベースのライブラリで調べる。目標は設計計画書を作成することである。 
③ 会社のデータベースのライブラリおよび図書館で X 技術の技術基準、法規制を勉強する。目標は設計 
に反映させることである。 
 
A プロジェクト業務を通じ、①～③の成果を常に反映させて滞りなく業務遂行したい。 
 
 
最終的に自分の評価、A プロジェクトのプロジェク責任者の評価、支援者 神谷博実氏のアドバイスを勘

案し、評価を纏める。 

 

図 1.3  IPD 活動記録書 1 「P：Plan（計画）」 記述例 

ポイント：優先順位を決める。 

。 

 

ポイント：業務における成果を決める。 

。 

 

ポイント：評価可能な水準を決めると良い。 

 

 

ポイント：最終的な評価方法を検討する、同僚や支援者の評価を採用するのも良い。 

。 
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１．７ D：Do（研さん活動） 

研さん活動の実施記録は、具体的な日付と実施した内容と時間と成果を個別研さん活動毎に記述する。活動前と活動後の水準を自己評価することで、活

動における自分の目標達成度や成長を確認することができる。なお、時間は自分にとって有効な活動となった時間を記録する。例えば、セミナーを受講し

た際、ただ単に 1時間受講したから活動時間は 1時間だったと記録するのではなく、本当に自分にとって有効だった時間は 45分であれば、45分と記録す

る。 

 

IPD活動記録書 2 
初回作成日：20**年 04月 10日 
最終作成日：20**年 03月 20日 

 
記録番号：20**01_001-2 
活動内容：A プロジェクト遂行における IPD 活動 
氏名：山本葵 

 
課題 

活動前の 
レビュー 
(Review) 

 
活動計画の立案(Plan) 

 
活動の実践(Do) 

 

活動成果の評価・省察(Check) 

活動後の 
レビュー 
(Review) 

水準 
1 

水準 
2 

水準 
3 

月/日 計画内容 実践内容 月/日 評価・省察内容 水準 
1 

水準 
2 

水準 
3 

 
 
 
業務 

A プロジェク

ト 
設計主担当者 
 
基本設計、デ

ザインレビュ

ー、設計チー

ム管理 

〇   20** 
4/10 

IPD 活動記録書 1 
20**04_001-1 による。 

以下実践強化したい PC の要素 
による。 

20** 
4/10 
～ 

20** 
3/20 

以下実践強化したい PC
の要素による。 

 

 〇  
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強化 

したい

PCの

要素 

 

②設計計画書

の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

〇   20** 
4/17 
～ 
4/22 

会社のデータベースの

ライブラリで過去のプ

ロジェクトの計画書な

どを参考にして勉強す

る。 

以下のプロジェクトの設計計画書

を読んで計画書とは何か調べた。 
 
 
 
また、支援者 神谷博実氏のアド

バイスを元に、プロジェクト全体

の管理や開発チームや顧客との関

係の作り方を知るためにプロジェ

クト計画書も調べた。 
・20**年 C プロジェクト 
・20**年 D プロジェクト 
・20**年 E プロジェクト 
 
研さん活動時間：20H 

20** 
4/22 

設計計画書とは、プロジ

ェクト計画書を元に、 
 
 
 
 
・達成目標 ・要員計画 
・工程 ・各フェーズで

の必要な要素 ・成果物 
・リスク ・文書管理 

などについて文書化する

ものと理解できた。自分

なりに設計計画書のマニ

ュアルを作成した。 

 〇  

〇   20** 
4/23 
～ 
5/20 

A プロジェクトの設計

計画書を作成する。 
 

自分のオリジナルの設計計画書マ

ニュアルを元に A プロジェクト

設計計画書を作成した。 
 
業務時間：40H 
 
 
 

20** 
5/10 

プロジェクト責任者から

の訂正がかなりあった

が、正式に A プロジェク

トの設計計画書を纏める

ことができた。最初は計

画書とは何かも知らなか

ったが、この数週間で大

分成長したことを実感し

た。 

  〇 

他の研さん活動は省略する 
 

他の研さん活動は省略する 
 

ポイント：省察し成果を考

える。 

。 

。 

 

 

ポイント：支援者のアドバ

イスを活かすと良い。 

。 

。 
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①X 技術の要

素技術強化 
〇   20** 

5/30 
図書館で X 技術を勉強

する。 
基本系統図の参考となる専門書で

勉強した。 
 
研さん活動時間：5H 

20** 
5/30 

あまり理解できなかった

ため。2 週間ほど借り

て、家で勉強し直すこと

にした。 

〇   

〇   20** 
6/1 
～ 
6/15 

図書館で借りた専門書

で勉強する。 
専門書を読むだけではなく、わか

りづらいところはインターネット

で検索しながら勉強した。 
 
研さん活動時間：8H+ 

20** 
6/15 

少し理解できるようにな

ったが、自分がこれから

設計しようとしているも

ののイメージがつかな

い。そこで、もう 2 週間

延長して借りて、会社で

ライブラリを見ながら確

認しようと思う。 

〇   

〇   20** 
6/20 
～ 
7/20 

専門書とライブラリを

元に基本系統図を作成

する。 

プロジェクト責任者に指導を受け

ながら基本系統図を作成した。 
 
業務時間：40H 
 

20** 
7/23 

専門書+ライブラリ+指導
があり、やっと基本系統

図のことを大分理解でき

るようになった。しか

し、 
 
 
 
自分のことで手一杯にな

り、設計チームの作業指

示がうまくできず、チー

〇   

他の研さん活動は省略する 
 

ポイント：不足したと感じ

たことも評価する。 

。 

。 
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ムとしての作業に 2 週間

程度の遅れが生じてしま

った。これから巻き返さ

なければならない。 

③X 技術の技

術基準、法規

制の勉強 

 〇  20** 
7/25 

本格的な勉強は 9 月か

らだが、基本系統図が

できた段階で、本プロ

ジェクトで重要になる

技術基準や法規制がな

いか確認することにし

た。 

会社のデータベースのライブラリ

で過去のプロジェクトを参考に技

術基準や法規制を調べた。 
 
業務時間：4H 

20** 
5/10 

A プロジェクト開始時に

X 技術基準 第 3章 第

10、11、12節と＊＊法 

第 5章 第 7、8、8節が

関連すると考えていた

が、A プロジェクトの採

用技術では 
 
 
 
 
 
 
 
X 設備基準と個人情報保

護法が関係してくるので

はないかと気が付いた。9
月ではなく来月から研さ

んを開始することにし

た。 

 〇  

ポイント：気づいたことも研さん活

動の過程として記録すると良い。 

。 

。 
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 〇  20** 
7/25 
～ 
8/05 

特に計画していたわけ

ではないが、会社の帰

りに立ち寄った本屋

で、よさそうな個人情

報保護法の解説本があ

ったので購入した。 

購入した解説本を一通り読んだ。

読むだけでは忘れると思い、重要

な箇所を表計算ソフトに書き込

み、現在チームメンバーが進めて

いる詳細設計と自分が考えている

システム運用案に当てはめて考え

重要なポイントを 10点抽出し

た。 
 
 
 
 
研さん、業務活動：15H 
 
 

20** 
5/20 

個人情報保護法 第＊章 

第＊＊節が特にシステム

運用に関わることに気が

付いた。プロジェクト責

任者から「よく気が付い

た開発終盤で気が付いて

いたら大変なことになっ

た」と評価していただい

た。 

 〇  

その他 支援者 神谷

博実氏との会

議 

   20** 
8/10 

神谷博実氏と WEB にて

これまでの活動につい

ての相談会議を行っ

た。 

以下の内容について神谷博実氏に

相談した。 
・設計計画書が予定通り完成し

た。また、法規制について気づき

もあり、③の研さんは早い段階で

着手できた。しかし、チームを纏

めることがおろそかになってい

る。 
・その他 
 
研さん活動：2H 

20** 
8/10 

神谷博実氏から以下のア

ドバイスを受けた。 
・IPD 活動計画に基づく

会議でも説明したが、チ

ーム勉強会等での相互研

鑽を行うと良いと考え

る。メンバーと意識合わ

せもできるようになる。 
・プロジェクト責任者か

ら評価を得たようである

が、法規制について気づ

   

他の研さん活動は省略する 
 

ポイント：無計画に思い付

きで実施することもある。 

。 

。 

 

 

ポイント：研さん活動の過

程を記録すると良い。 

。 

。 

 

 

ポイント：自身の研さん活動により

得た成果に対し、同僚からの評価も

記録する。後で何が良かったのか振

り返ることができる。 

。 

。 
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きを得て、すぐ行動に移

そうと考えたことはとて

も良い。 

 

図 1.4  IPD 活動記録書 2
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１．８ C：Check（評価・省察） 

個別学習毎に評価・省察するだけではなく、計画した IPD 活動期終了時に一連の活動を通した評

価・省察を行う。良かった点、改善点など自己評価に加え、他者の評価（同僚や IPD 活動支援者）も

含めると、視野を広げて自分の成長を俯瞰することができる。評価・省察は、IPD 活動の成果及び自身

の成長を確認するだけではなく、次の IPD 活動につなげるために行う必須の活動となる。 

 
C：Check（評価・省察） 実施日：20**:年 3 月 31 日 
 
(1)①～③ 各項目の達成度は以下である。 

活動番号 PC15 要素 活動前水準 活動後水準 

①X 技術の要素技術

を強化する 
 
 

IP1 
IP2 
IP8 
IP9 

2 
1 
1 
1 

2 
2 
1 
1 

②設計計画書を作成

する 
 

IP1 
IP4 
IP7 

1 
1 
1 

2 
2 
1 

③A プロジェクトに

関わる X 技術の技術

基準、法規制を理解

する 

IP11 
IP12 
IP14 

2 
2 
1 

2 
2 
2 

① 良かった点 
・設計計画書に関する研さん（②）により計画とはどのようなことか少し理解できたため、A プロジェク

トで正式採用された設計計画書を作成することができた。今後は設計主担当者だけではなく、プロジェク 
ト副責任者などもっと難しい業務を行わなければならなくなると考えるが、適切な計画を立てられること 
が重要になるだろう。これからも研さんを続け、プロジェクトの様々な業務において、期待通りの結果と 
なるようにしたい。また、後輩へ指導できるレベルになることを目標にしたい。 
 
 
・X 技術の技術基準、法規制の勉強（③）は早めに始めて良かったと考える。予定通り 9 月から始めてい 
たら個人情報保護法 第＊章 第＊＊節に気が付くのが遅くなり、問題になっていたかもしれなかった。 
 
常に省察して状況を見る態度・姿勢が身についた。 

 
 
② 改善点 
 
 
・X 技術の要素技術を強化（①）で、自分自身の技術強化はできたが、改めてリーダーシップやマネジメ 
ント能力の不足を感じた。設計チームメンバーへの指示が遅れる、明確に指示することができなかった、 

他の良かった点の記録は省略する 
 

ポイント：業務での成果

を評価する。 

。 

 

 

ポイント：研さん活動を振り返ることで、今後の予想や新たな目標を立てる。 

 

 

ポイント：自身の成長を記録すると良い。 

。 

 

 
ポイント：不足したと感じた点を記録すること

で次の研さん活動につなげることができる。 

 

。 
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など、設計主担当者らしい行動ができなかった。 
 
 
 
 
・チーム内で相互研さんするなどの行動が少なく、また、行動に移すのが遅かった。支援者 神谷博実氏 
のアドバイスを活かすことができなかった。リーダーとして周りを見ながら業務を遂行するゆとりを持て 
なかったことが原因だと考える。しかし、計画とは何か少し理解できたので、今後はチーム構築も含めた 
マネジメント能力の強化を図る研さん活動を行いたい。 
・最初の研さん計画では、20**年 1 月～3 月までを研さんした内容の復習期間としていたが、業務が忙し 
く復習があまりできなかった。 
 
 
 
弊社は業務の性質上、12～3 月が忙しくなる。研さん活動について計画を立てて行ってみることで、改め 
て自分の周りの状況などに対する配慮が不足していたことを感じた。今後はもっと周りを見ながら行動し

ていきたい。 
 
 
 
 
 
③ プロジェクト責任者の評価：個人情報保護法 第＊章 第＊＊節に気が付いたことには感謝してい 
る。良く気が付いた。山本葵さんの責任感がこのような行動に結びついたと考える。今後もその責任感の

強さを持って業務に取り組んでいただきたい。そして、設計者としての能力は向上した。次のプロジェク

トでも設計主担当者で頑張っていただきたい。 
しかし、リーダーとしてはまだまだである。自分がアドバイスしていなければ、設計チームの業務がしば

らく止まりっぱなしだったかもしれない。リーダーシップはリーダーだけではなく誰でも持つことができ

る。山本葵さんは設計指示を細かく出せなかったことを反省していたが、細かく出しすぎず、メンバーに

検討させるのである。山本葵さんはレビューして修正提案をすれば良いのである。 
A プロジェクトの反省は必ず次に活かせる。今後も頑張っていただきたい。 
 
④ 支援者 神谷博実氏のアドバイス： 
・プロジェクト責任者の評価にある助言は、是非次のプロジェクトで実践して欲しい。 
・・・・・ 
 

図 1.5  IPD 活動記録書 1 「C：Check（評価・省察）」 記述例 

 

他の改善点の記録は省略する 
 

ポイント：周囲の状況を把握することで、研さ

ん活動の実効性が向上する。 

 

。 

 

 

ポイント：上司から意見をいただくことも良い。 

。 

 

 

ポイント：支援者のアドバイスを活かせなかった場合は、次に活かそうと反

省することで、無駄にすることなく自分の成長につなげることができる。 

 

。 

 

 

その他のアドバイスは省略する 
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１．９ 仮想事例の結び 

本事例は理想であり、あくまで参考として皆さまの業務や IPD 活動と照らし合わせて活かしていた

だきたい。そして、本事例で参考例として示した活動内容は一部である。本事例で示してはいないリ

スクマネジメントの視点について業務に照らし合わせた場合は、例えば。現場での安全管理や現場調

査時の留意点などがある。建設関係なら作業時の最適な保安管理方法を検討する、機械関係なら機械

の特性を周知し災害防止を図る、など、皆さまの専門により視点が変わるだろう。それ以外について

も PC の 15 要素と照らし合わせて皆さま自身で考えていただきたい。 

本事例では IPD 活動者の山本葵と所属する組織が、無事に顧客へ X応用新技術を活用したシステム

を納入したところまでを想定しているが、本当の現場での実装とは、納入後に顧客や顧客の関係者な

どが納入されたシステムを運用してからだと考えていただきたい。運用してから使用・機能面で予測

しなかった問題が発見される場合もある。また、使う人によりシステムの価値が異なってくる場合も

ある。顧客と良くコミュニケーションを取り、倫理観と誠意をもって対応していくのである。そし

て、その経験を次に活かす意識を持ち続けることが、さらなる成長、自身のアップデートにつながっ

ていくのである。 

本事例が皆さまの IPD 活動の一助になることを願って結びとする。 
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１．１０ IPD 活動記録書 1（書式） 

 

IPD活動記録書 1 
初回作成日：20**年**月**日 
最終作成日：20**年**月**日 

記録番号：20****_001 
活動内容：*********遂行における IPD 活動 
活動者氏名：********* 
目標 

R：Review（レビュー） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
P：Plan（計画） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C：Check（評価・省察） 
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１．１１ IPD 活動記録書 2（書式）2 

 

IPD活動記録書 2 
初回作成日：20**年**月**日 
最終作成日：20**年**月**日 

記録番号：20****_001 
活動内容：*********遂行における IPD 活動 
活動者氏名：********* 

 
課題 

活動前の 
レビュー 
(Review) 

 
活動計画の立案(Plan) 

 
活動の実践(Do) 

 

活動成果の評価・省察(Check) 

活動後の 
レビュー 
(Review) 

水準 
1 

水準 
2 

水準 
3 

月/日 計画内容 実践内容 月/日 評価・省察内容 水準 
1 

水準 
2 

水準 
3 

 
 
 
業務 

            

 

強化 

したい

PCの

要素 

 

            

 
2 「IPD 活動ガイドブック 表 3.2、表 3.3 活動シート」より引用 
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第２章 IPD支援活動の仮想事例（ケーススタディ） 

本章では、IPD 支援活動について仮想事例を基に解説する。この事例は「第１章 IPD 活動の仮想事

例（ケーススタディ）」に対応している。 

 

２．１ 概要 

技術士の神谷博実(仮名)は、所属しているプロフェッショナルコミュニティ（以下、所属組織とい

う）から紹介された IPD 活動者を継続的に支援している。神谷博実はこの活動を「後進育成の機会」

として重視しており、社会に対する「プロフェッショナル貢献」活動として捉えている。また、実業

務では得られない新たな発見も多いことから「CPD 活動」としても役立てている。 

IPD 支援の活動期間は 1～2 年であることが多い。業務と両立させるために、継続的に支援する IPD

活動者は 1～2 名に限定しているが、他の IPD 支援活動者からの依頼を受け依頼者の IPD 支援活動を短

期間応援することもある。 

神谷博実が次年度の CPD 計画を検討している頃、所属組織から新たな IPD 支援活動の依頼があっ

た。 

 

２．２ 支援の準備 

図 2.1 に、所属組織から神谷博実へ照会があった「IPD 支援活動依頼」を示す。 

 

IPD 活動者の概要 JABEE課程（専攻：X 技術）修了後、Fエンジニアリング会社に入社、同技術を

必要とするプロジェクトの技術担当を数年経験している。関連資格等は特に所有

していない。 

支援期間（予定） 20**年 4 月～20**年 3 月 

IPD 活動の概要 所属企業の A プロジェクト（20**年 4 月～20**年 3 月）において初めてチーム

リーダーとなる。その実業務を通して研さんを進める。 

その他 本スキーム適用は所属する Fエンジニアリング会社と合意済 

図 2.1  IPD 支援活動依頼例（抜粋） 

 

神谷博実は、X 技術は自己の専門領域の一つであることから、受諾可能であることを所属組織に伝

え、神谷博実による IPD 支援が決まった。 

早速、IPD 活動者の山本葵(仮名)から連絡があり、初回の打合せを対面で行うことにした。山本葵に

は事前に「IPD 活動計画」に関する文書を送付し、当日それを説明するよう依頼した。 

山本葵から神谷博実へ提示された「IPD 活動計画」を、図 2.2、図 2.3 に示す。 
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記録番号 20**01_001-1 
活動内容 A プロジェクト遂行における IPD 活動 

目標 これから 1 年間取り組む A プロジェクトで設計主担当者として設計チームリ

ーダーに就任する。まずは本件で成果を出して、将来プロジェクト責任者に就

任するための業務成果としたい。業務業務では主に基本設計と設計チームの管

理を行う。以下の内容に取り組む。 
① X 技術の要素技術を強化する 
・基本系統図作成能力の獲得 
・X 関連機器の構造理解 
・制御プログラムの理解 
② 設計計画書を作成する 
③ A プロジェクトに関わる X 技術の技術基準、法規制を理解する 

A プロジェクトの概要 【割愛】 

R: Review(レビュー) 【割愛】 

P: Plan(計画) 【割愛】 

図 2.2  IPD 活動計画例（抜粋） 

 

図 2.3  IPD 活動記録書例（抜粋） 

 

神谷博実は図 2.2、図 2.3 の内容を事前に確認し、2時間の打合せに臨んだ。 

自己紹介の後、山本葵の IPD 活動計画を基に今後の進め方を相談した。また、IPD 活動計画の内容

についてアドバイスを行った。打合せの要点については、山本葵に文書化するよう依頼した。 

山本葵から神谷博実へ提示された「初回打合せの議事メモ」を、図 2.4 に示す。 
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自己紹介 【割愛】 

IPD支援の進め方 ① 支援期間は 20**年 3 月までの 1 年間とする。 
② 20**年 3 月（または 4 月）終了レビューを行い、支援を終了する。 
③ 図 2.2、図 2.3 の書式を用いて月次進捗レビューを行う。 
④ 個別の相談や情報提供等は適宜行う。 
⑤ 連絡、文書共有、オンライン会議は、所属組織の提供システムを利用する（例： 

Slack に二人の専用チャネルを設定）。 
⑥ ①～⑤及びその他の事項は、双方合意の上適宜見直す。 

IPD 活動計画への

主なアドバイス 
① 2 年間の経験と今回の期待水準から、補強が必要な要素を具体的に列挙し、計画

的に補強を進めること。技術課題やリスク等についても可能な範囲で分析を行う

と良い。 
② 最初の 1ヶ月が肝心、設計計画書を作成する過程で、設計作業だけではなく、自

社のプロジェクト管理の仕方、他チームや顧客との関係についても理解を深める

こと。 
③ チームメンバーの育成についても意識すること。リーダーとしてのメンタリング

や、チーム勉強会等での相互研鑽を行うと良い。 

図 2.4 初回打合せの議事メモ例（抜粋） 

 

初回打合せを終えた神谷博実は、準備フェーズの状況を「支援活動自己評価記録シート」に記入

し、自己の CPD 計画を見直した。 

神谷博実が記入した「支援活動自己評価記録」を図 2.5 に、見直した自己の CPD 計画を図 2.6 にそ

れぞれ示す。 



 

20 
 

 
 

 

支援者氏名：神谷博実.         

活動者氏名 山本葵 メールアドレス： yamamoto@example.com 

ふりがな ヤマモトアオイ 電話番号： ###-###-#### 

支援開始日 20**年 4 月 10 日 支援終了予定 20**年 3 月 

支援開始(イン

プット) 
IPD 活動計画記録書（20**/4/10、山本葵） 
IPD 活動記録書（20**/4/10、山本葵） 
初回打合せ議事メモ（20**/4/15、山本葵） 

支援中(アウト

プット、中間

アウトカム) 

 
 

支援終了(アウ
トプット、ア

ウトカム) 

 

備考 所属組織からの紹介（紹介日/受諾日：20**年 3 月 10 日） 
所属組織の情報共有システムを利用： チャネル名：IPD支援No.### 

支援年月日 記事（自由記述；支援プロセス、活動者からの質問、支援事項、資料など） 

20**/4/10 
20**/4/15 

IPD 活動計画記録書、IPD 活動記録書受理、内容確認 
初回打合せ：初回打合せ議事メモ参照 
活動者の評価、活動計画、IPD 実践の場（A プロジェクト設計チーム）の妥当性を確認 

図 2.5 支援活動自己評価記録例（抜粋） 

 

IPD支援計画  
 20**/4     /5     /6     /7     /8     /9    /10    /11   /12   20**/1   /2    /3  
初回打合せ                     月次レビュー              終了レビュー 

CPD 計画 
 
 

X 技術、関連法規の最新動向について調査 
IPD 活動支援による自己能力の向上、プロフェッショナル貢献等の分析 

所属組織での IPD支援活動（事例）報告 

図 2.6  CPD 計画例（抜粋） 

 

２．３ 支援の実施 

その後、A プロジェクトは様々な問題を解決しながら予定通り進み、山本葵の IPD 活動もほぼ予定

通り進捗した。山本葵から神谷博実へ月数回個別の相談があったが、神谷博実は、メッセージの返

信、参考資料の提示、オンライン会議を使い、都度対応した。 

初回打合せ（20**年 4月）以降、9回の月次レビュー（20**年 5月～20**年 2月）を実施した。事前

に山本葵から神谷博実へ提示された、図 2.2 の「P: Plan(計画)、C: Check(評価、省察)」を基に、進捗を

確認した。最初の数回は 2時間程度を必要としたが、その後は、個別の相談アドバイスも含めて 1時

間程度で対応できた。神谷博実は、都度、月次レビューの状況を「支援活動自己評価記録シート」に

記入し、その内容を基に自己の CPD 実績へも記録を行った。 
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２．４ 支援の終了 

20**年 3月下旬、予定通り終了レビューを行うことになった。 

山本葵から神谷博実に事前提出された、IPD 活動計画を図 2.7 に、IPD 活動記録書を図 2.8 にそれぞ

れ示す。 

 

記録番号 20**01_001-1 

C：Check（評価・省察） 実施日：20**年 3月 31日 
(1)①～④、追加計画 各項目の達成度は以下である。 

活動番号 PC15 要素 活動前水準 活動後水準 
①X 技術の要素技術を強化する 
 
 

IP1 
IP2 
IP8 
IP9 

2 
1 
1 
1 

2 
2 
1 
1 

②設計計画書を作成する 
 

IP1 
IP4 
IP7 

1 
1 
1 

2 
2 
1 

③A プロジェクトに関わる X 技術

の技術基準、法規制を理解する 
IP11 
IP12 
IP14 

2 
2 
1 

2 
2 
2 

・・・・・（追加計画は省略） 
① 良かった点 
・設計計画書に関する研さん（②）により計画とはどのようなことか少し理解できため、A プロジ

ェクトで正式採用された設計計画書を作成することができた。今後は設計主担当者だけではな

く、プロジェクト副責任者などもっと難しい業務を行わなければならなくなると考えるが、適切

な計画を立てられることが重要になるだろう。これからも研さんを続け、プロジェクトの様々な

業務において、期待通りの結果となるようにしたい。また、後輩へ指導できるレベルになること

を目標にしたい。 
・X 技術の技術基準、法規制の勉強（③）は早めに始めて良かったと考える。予定通り 9月から始

めていたら個人情報保護法 第＊章 第＊＊節に気が付くのが遅くなり、問題になっていたかも

しれなかった。常に省察して状況を見る態度・姿勢が身についた。 
・・・・・ 
② 改善点 
・X 技術の要素技術を強化（①）で、自分自身の技術強化はできたが、改めてリーダーシップやマ

ネジメント能力の不足を感じた。設計チームメンバーへの指示が遅れる、明確に指示することが

できなかった、など、設計主担当者らしい行動ができなかった。 
・チーム内で相互研さんするなどの行動が少なく、また、行動に移すのが遅かった。支援者 神谷

博実氏のアドバイスを活かすことができなかった。リーダーとして周りを見ながら業務を遂行す

るゆとりを持てなかったことが原因だと考える。しかし、計画とは何か少し理解できたので、今

後はチーム構築も含めたマネジメント能力の強化を図る研さん活動を行いたい。 
・最初の研さん計画では、20**年 1月～3月までを研さんした内容の復習期間としていたが、業務
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が忙しく復習があまりできなかった。弊社は業務の性質上、12～3月が忙しくなる。研さん活動

について計画を立てて行ってみることで、改めて自分の周りの状況などに対する配慮が不足して

いたことを感じた。今後はもっと周りを見ながら行動していきたい。 
・・・・・ 
 
③プロジェクト責任者の評価：個人情報保護法 第＊章 第＊＊節に気が付いたことには感謝して

いる。良く気が付いた。山本葵さんの責任感がこのような行動に結びついたと考える。今後もそ

の責任感の強さを持って業務に取り組んでいただきたい。そして、設計者としての能力は向上し

た。次のプロジェクトでも設計主担当者で頑張っていただきたい。 
しかし、リーダーとしてはまだまだである。自分がアドバイスしていなければ、設計チームの業

務がしばらく止まりっぱなしだったかもしれない。リーダーシップはリーダーだけではなく誰で

も持つことができる。山本葵さんは設計指示を細かく出せなかったことを反省していたが、細か

く出しすぎず、メンバーに検討させるのである。山本葵さんはレビューして修正提案をすれば良

いのである。A プロジェクトの反省は必ず次に活かせる。今後も頑張っていただきたい。 
図 2.7  IPD 活動計画例（抜粋） 



 

23 
 

 
 

 

IPD 活動記録書 2 
初回作成⽇：20**年 04 ⽉ 10 ⽇ 
最終作成⽇：20**年 03 ⽉ 20 ⽇ 

 
記録番号：20**01_001-2 
活動内容：A プロジェクト遂⾏における IPD 活動 
⽒名：⼭本葵 

 
課題 

活動前の 
レビュー 
(Review) 

 
活動計画の立案(Plan) 

 
活動の実践(Do) 

 
活動成果の評価・省察(Check) 

活動後の 
レビュー 
(Review) 

水準 
1 

水準 
2 

水準 
3 

月/日 計画内容 実践内容 月/日 評価・省察内容 水準 
1 

水準 
2 

水準 
3 

 
 
 
業務 

A プロジェク

ト 
設計主担当者 
 
基本設計、デ

ザインレビュ

ー、設計チー

ム管理 

〇   20** 
4/10 

IPD 活動記録書 1 
20**04_001-1 による。 

以下実践強化したい PC の要素 
による。 

20** 
4/10 
～ 

20** 
3/20 

以下実践強化したい PC
の要素による。 

 

 〇  

強化 
したい

PCの
要素 
 

②設計計画書

の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇   20** 
4/17 
～ 
4/22 

会社のデータベースの

ライブラリで過去のプ

ロジェクトの計画書な

どを参考にして勉強す

る。 

以下のプロジェクトの設計計画書

を読んで計画書とは何か調べた。 
また、支援者 神谷博実氏のアド

バイスを元に、プロジェクト全体

の管理や開発チームや顧客との関

係の作り方を知るためにプロジェ

クト計画書も調べた。 
・20**年 C プロジェクト 
・20**年 D プロジェクト 
・20**年 E プロジェクト 
 
研さん活動時間：20H 

20** 
4/22 

設計計画書とは、プロジ

ェクト計画書を元に、 
・達成目標 ・要員計画 
・工程 ・各フェーズで

の必要な要素 ・成果物 
・リスク ・文書管理 

などについて文書化する

ものと理解できた。自分

なりに設計計画書のマニ

ュアルを作成した。 

 〇  

 〇   20** 
4/23 
～ 
5/20 

A プロジェクトの設計計

画書を作成する。 
 

自分のオリジナルの設計計画書マ

ニュアルを元に A プロジェクト設

計計画書を作成した。 
 
業務時間：40H 
 
 
 

20** 
5/10 

プロジェクト責任者から

の訂正がかなりあった

が、正式に A プロジェク

トの設計計画書を纏める

ことができた。最初は計

画書とは何かも知らなか

ったが、この数週間で大

分成長したことを実感し

た。 

  〇 

①X 技術の要

素技術強化 
〇   20** 

5/30 
図書館で X 技術を勉強

する。 
基本系統図の参考となる専門書で

勉強した。 
 
研さん活動時間：5H 

20** 
5/30 

あまり理解できなかった

ため。2 週間ほど借り

て、家で勉強し直すこと

にした。 
 

〇   

〇   20** 
6/1 
～ 
6/15 

図書館で借りた専門書

で勉強する。 
専門書を読むだけではなく、わか

りづらいところはインターネット

で検索しながら勉強した。 
 
研さん活動時間：8H+ 

20** 
6/15 

少し理解できるようにな

ったが、自分がこれから

設計しようとしているも

ののイメージがつかな

い。そこで、もう 2 週間

延長して借りて、会社で

ライブラリを見ながら確

認しようと思う。 
 

〇   

〇   20** 
6/20 
～ 
7/20 

専門書とライブラリを

元に基本系統図を作成

する。 

プロジェクト責任者に指導を受け

ながら基本系統図を作成した。 
 
業務時間：40H 
 

20** 
7/23 

専門書+ライブラリ+指導

があり、やっと基本系統

図のことを大分理解でき

るようになった。しか

し、自分のことで手一杯

になり、設計チームの作

業指示がうまくできず、

チームとしての作業に 2
週間程度の遅れが生じて

しまった。これから巻き

返さなければならない。 

〇   

③X 技術の技

術基準、法規

制の勉強 

 〇  20** 
7/25 

本格的な勉強は 9月か

らだが、基本系統図が

できた段階で、本プロ

ジェクトで重要になる

技術基準や法規制がな

いか確認することにし

た。 

会社のデータベースのライブラリ

で過去のプロジェクトを参考に技

術基準や法規制を調べた。 
 
業務時間：4H 

20** 
5/10 

A プロジェクト開始時に

X 技術基準 第 3章 第

10、11、12節と＊＊法 

第 5章 第 7、8、8節が

関連すると考えていた

が、A プロジェクトの採

用技術では X 設備基準と

個人情報保護法が関係し

てくるのではないかと気

が付いた。9月ではなく

来月から研さんを開始す

ることにした。 
 

 〇  
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図 2.8  IPD 活動記録書例（抜粋） 

 

終了レビューでは、図 2.8 中の「活動後のレビュー」を中心に、IPD 活動の達成度について確認を行

った。IPD 活動について IPD 活動者と IPD 支援者の評価に大きな齟齬はなく、設計チームの作業もほぼ

予定通り終了し A プロジェクトも完了見込みであることが確認できた。 

続いて、神谷博実は山本葵へ、今後の IPD 活動について確認した。山本葵としては、チームリーダー

としての仕事のやり方や IPD 活動の勘所が理解できたので、次のプロジェクトでも引き続き能力向上を

進め、自社のキャリアパスに従いプロジェクトリーダーを目指すとのことであった。神谷博実としても

その手応えは感じられたので、今回の終了レビューを以て予定通り IPD 支援活動を終了させることに合

意した。 

山本葵から神谷博実へ感謝の意があり、神谷博実から山本葵へは、今後の活躍に向けての激励と、今

回得られた信頼関係を双方の業務に今後も活かそうという提案を行った。 

後日、山本葵から神谷博実へ提示された「終了レビューの議事メモ」を、図 2.9 に示す。 

 

達成度評価 【割愛】 

IPD支援の終了 ① 支援を 20**年 3 月末日で終了する。 
② 山本葵から Fエンジニアリング会社内への完了報告、神谷博実から所属組織へ

の完了報告を、それぞれ行う。情報共有システムの情報は、20**年 4 月 10 日ま

でに削除する。 
③ 今後も技術者同士の情報交換は、電子メールを使い継続する。 

今後の IPD活動へ

の主なアドバイス 
① プロジェクト責任者の評価にある助言は、是非次のプロジェクトで実践して欲し

い。 
② 担当業務範囲や管理スパンはさらに拡大する。目指すプロジェクト責任者と自分

の達成水準を比較し、今後の IPD 活動に活かすと良い。 
③ チームリーダーとしての評価について、可能な範囲で、チームメンバーからも得

ておくこと。チームメンバの能力向上にどの程度貢献できたのか、何が課題だっ

たのか整理すると良い。次のチームビルディングに役にたつ。 

図 2.9  終了レビューの議事メモ例（抜粋） 

 〇  20** 
7/25 
～ 
8/05 

特に計画していたわけ

ではないが、会社の帰

りに立ち寄った本屋

で、よさそうな個人情

報保護法の解説本があ

ったので購入した。 

購入した解説本を一通り読んだ。

読むだけでは忘れると思い、重要

な箇所を表計算ソフトに書き込

み、現在チームメンバーが進めて

いる詳細設計と自分が考えている

システム運用案に当てはめて考え

重要なポイントを 10点抽出し

た。 
研さん、業務活動：15H 

20** 
5/20 

個人情報保護法 第＊章 

第＊＊節が特にシステム

運用に関わることに気が

付いた。プロジェクト責

任者から「よく気が付い

た開発終盤で気が付いて

いたら大変なことになっ

た」と評価していただい

た。 

 〇  

その他 支援者 神谷

博実氏との会

議 

   20** 
8/10 

神谷博実氏と WEB にて

これまでの活動につい

ての相談会議を行っ

た。 

以下の内容について神谷博実氏に

相談した。 
・設計計画書が予定通り完成し

た。また、法規制について気づき

もあり、③の研さんは早い段階で

着手できた。しかし、チームを纏

めることがおろそかになってい

る。 
・その他 
 
研さん活動：2H 

20** 
8/10 

神谷博実氏から以下のア

ドバイスを受けた。 
・IPD 活動計画に基づく

会議でも説明したが、チ

ーム勉強会等での相互研

鑽を行うと良いと考え

る。メンバーと意識合わ

せもできるようになる。 
・プロジェクト責任者か

ら評価を得たようである

が、法規制について気づ

きを得て、すぐ行動に移

そうと考えたことはとて

も良い。 

   

 

図 1.4  IPD 活動記録書 2 
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終了レビューを終えた神谷博実は、今回の IPD 支援結果を「支援活動自己評価記録シート」に記入し、

今後の IPD 支援活動に関する気付き、関連する CPD 実績を整理した。 

神谷博実が記入した「支援活動自己評価記録」を図 2.10 に、自己の CPD 実績を図 2.11及び図 2.12 に

それぞれ示す。 

支援者氏名：神谷博実         

活動者氏名 山本葵 メールアドレス： yamamoto@example.com 

ふりがな ヤマモトアオイ 電話番号： ###-###-#### 

支援開始日 20**年 4 月 10 日 支援終了予定 20**年 3 月 31 日 

支援開始(インプ

ット) 
IPD 活動計画記録書（20**/4/10、山本葵） 
IPD 活動記録書（20**/4/10、山本葵） 
初回打合せ議事メモ（20**/4/15、山本葵） 
IPD支援活動計画（20**/4/25、神谷博実） 

支援中 (アウト

プット、中間ア

ウトカム) 

第 2回打合せ議事メモ（20**/5/15、 山本葵） 
～第 11回打合せ議事メモ（20**/2/15、山本葵） 

IPD 活動計画記録書（20**/2/15、山本葵） 
IPD 活動記録書（20**/2/15、山本葵） 

支援終了 (アウ
トプット、アウ

トカム) 

IPD 活動計画記録書（20**/21、山本葵） 
IPD 活動記録書（20**/3/20、山本葵） 
IPD支援活動実績（20**/4/5、神谷博実） 

支援活動の評価 ・活動者（社会人 3 年目）に対し、予定通り 1 年間の支援を行った。 
・活動者は初のチームリーダにアサインされ、その業務の専門性、複雑性は比較的限

定的なものだったが、「コミュニケーションと協働」「リーダーシップ」を中心に

気づきを与えることができた。 
・X 技術と関連法規については、メンタリングのために最近の動向についてブラッシ

ュアップが必要だった。専門誌、WEB による事例の調査を行い、10 月のシンポジ

ウムにも参加した（CPD 実績参照）。 

備考 所属組織からの紹介（紹介日/受諾日：20**年 3 月 10 日） 
所属組織の情報共有システムを利用： チャネル名：IPD支援No.### 

支援年月日 記事（自由記述；支援プロセス、活動者からの質問、支援事項、資料など） 

20**/4/10 
20**/4/15 
 
 
20**/5/15 
 
 
・・・・ 
20**/2/15 

IPD 活動計画記録書、IPD 活動記録書受理、内容確認 
初回打合せ：初回打合せ議事メモ参照、活動者の評価、活動計画、実践の場（A プロジ

ェクト）の妥当性を確認 → X 技術とその周辺の調査...（CPD 実績登録済） 
第 2回打合せ：第 2回打合せ議事メモ参照、設計作業に必要な X 技術、周辺技術、関

連法規等を確認 → 最新動向調査 （CPD 実績登録済） 
・・・・ 
第 11回打合せ：第 11回打合せ議事メモ参照 

A プロジェクトの評価、山本葵氏の貢献・創意工夫、反省と今後の展望を確認 

図 2.10  支援活動自己評価記録例（抜粋） 
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IPD支援計画  
 20**/4     /5     /6     /7     /8     /9    /10    /11   /12   20**/1   /2    /3  
初回打合せ                     月次レビュー              終了レビュー 

CPD 実績 
 
 

X 技術、関連法規の最新動向について調査 
IPD 活動支援による自己能力の向上、プロフェッショナル貢献等の分析 

X 技術関連シンポジウム参加 
所属組織での IPD支援活動（事例）報告 

図 2.11  CPD 実績例（抜粋） 

 

開始年月日

終了年月日 
形態 
項目 

資質 
項目 CPD 名 主催者 CPD の内容 実時間 

(1) 
換算係数 

(2) 

CPD 
時間 

(1)×(2) 
20**年 4 月

10 日 
20**年 2 月

15 日 

530 B3 IPD 支援

活動 所属組織 

特定 IPD 活動者（社

会人 3 年目、チーム

リーダ）への継続的

IPD 支援活動 

15 1 15 

20**年 3 月

15 日 
20**年 3 月

15 日 

412 B3 
IPD 支援

活動事例報

告 
所属組織 IPD 支援活動研究会

における事例報告 1 2 2 

図 2.12  CPD 実績例（抜粋） 3 

 

 

 
3 図 2.12 の表記は、「技術士 CPD 制度」に基づいている。 


